
十
一
月
一
日
か
ら
三
日
ま

で
の
三
日
間
、
北
六
甲
台
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と

自
治
会
館
で
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
恒
例
の
カ
ラ

オ
ケ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

別
枠
で
四
日
に
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
自
治
会
館
Ａ
室
に

は
、
各
団
体
の
活
動
を
紹
介

す
る
パ
ネ
ル
や
自
治
会
員
の

作
品
が
展
示
さ
れ
、

地
区
社

協
も
各
事
業
部
ご
と
に
パ
ネ

ル
で
活
動
紹
介
を
し
ま
し
た
。

特
に
目
を
引
い
た
の
は
、
子

育
て
支
援
部
の
可
愛
い
動
物

の
貼
り
絵
で
、
協
力
員
さ
ん

チ
エ
も
折
り
込
ん
だ
魅
力
的

な
パ
ネ
ル
で
し
た
。

二
日
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
（
詳
細
は
二
面
で
）

今
年
の
「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」

は
、
健
康
声
楽
「
エ
メ
ラ
ル

ド
」
の
演
奏
が
華
を
添
え
、

来
場
者
は
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
文
化
の
日
を
満
喫
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
一
日
に
は
日
高

昭
夫
さ
ん
に
よ
る
「
旧
・
国

鉄
有
馬
線
」
の
講
座
で
充
実

し
た
内
容
の
文
化
祭
で
し
た
。

（
広
報
部

久
慈
薫
）
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上
山
口
東
文
化
祭

北
六
甲
台
文
化
祭

十
一
月
九
日
（
土
）
、
十

日
（
日
）
の
二
日
に
渡
り
、

上
山
口
東
自
治
会
の
文
化
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
秋
桜
会
、
キ
ル
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
、
書
道
教
室
、

お
花
サ
ー
ク
ル
と
見
ご
た
え

の
あ
る
作
品
が
展
示
さ
れ
、

来
場
さ
れ
た
方
は
制
作
者
か

ら
作
品
の
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
じ
っ
く
り
ご
覧
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
大
き
な
作
品

は
階
段
の
壁
一
面
に
展
示
。

そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
、

見
る
方
は
圧
倒
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

二
日
目
の
お
昼
前
か
ら
会

場
の
外
で
は
、
焼
き
そ
ば
、

お
で
ん
、
お
に
ぎ
り
の
無
料

提
供
が
行
わ
れ
、
自
治
会
の

方
々
が
テ
キ
パ
キ
と
来
場
者

に
振
舞
っ
て
い
ま
し
た
。

一
階
で
は
お
昼
前
か
ら
二

組
が
歌
と
演
奏
、
午
後
か
ら

は
う
た
ご
え
愛
好
会
の
皆
さ

ん
が
歌
を
熱
唱
。
緊
張
し
な

が
ら
も
、
楽
し
い
様
子
が
窺

え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
展
示

作
品
や
演
奏
に
触
れ
、
心
が

豊
か
に
な
っ
た
二
日
間
で
し

た
。（

広
報
部

印
南
由
起
子
）

見
ご
た
え
の
あ
る
展
示
作
品
と
演
奏
で
心
豊
か
に

文
化
の
秋
！
住
民
手
作
り
の
文
化
祭
開
催

活
動
を
パ
ネ
ル
で
紹
介

賑
わ
っ
た
「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

十
一
月
十
七
日
の
日
曜
日
、

山
口
地
域
活
性
化
推
進
委
員

会
主
催
の
「
西
宮
山
口
ア
ル

キ
ナ
ー
レ
二
〇
一
九
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

絶
好
の
秋
晴
れ
の
も
と
、

「
丸
山
登

山
健
脚
コ
ー

ス
」
「
丸

山
周
遊
散

策
コ
ー
ス
」

「
有
馬
川

緑
道
フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ー

ス
」
の
三
コ
ー
ス
に
五
三
〇

人
余
り
の
参
加
者
が
あ
り
、

当
日
お
世
話
さ
れ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
方
を
入

れ
る
と
七
〇
〇
名
を
超
え
る

一
大
イ
ベ
ン
ト
の
集
い
で
し

た
。
私
も
ガ
イ
ド
役
の
日
高

会
長
や
、
小
出
副
会
長
と
共

に
、
丸
山
登
山
健
脚
コ
ー
ス

に
挑
み
ま
し
た
。
今
ま
で
何

気
な
く
歩
き
、
慣
れ
親
し
ん

だ
山
口
の
郷
に
も
、
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
、
気
づ
か
な
か
っ

た
こ
と
、
見
つ
け
た
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
①

山
口
の
秋
の
自
然
（
舞
い
落

ち
る
紅
葉
）
（
ド
ン
グ
リ
の

実
）
（
有
馬
川
の
流
れ
と
丸

山
ダ
ム
の
音
）
②
山
口
の
歴

史
（
丸
山
稲
荷
神
社
や
金
仙

寺
観
音
堂
）
（
登
り
尾
公
園

に
続
く
軽
便
鉄
道
跡
）
（
郷

土
資
料
館
の
数
々
の
歴
史
資

料
）
③
当
日
参
加
さ
れ
た
皆

様
の
明
る
い
笑
顔
、
等
々
。

今
年
が
八
回
目
の
こ
の
催

し
物
に
、
ま
だ
参
加
さ
れ
た

こ
と
の
な
い
皆
様
、
来
年
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
の
秋

に
は
、
是
非
一
度
ご
参
加
下

さ
い
。
「
歩
く
秋

気
づ
き

見
つ
け
た

慣
れ
の
郷
」

（
研
修
部

竹
田
勝
）

十
月
二
五
日
（
金
）
「
と

も
だ
ち
つ
く
ろ
う
」
の
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
り

ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
で
来
場
者

数
か
不
安
で
し
た
が
六
組
の

親
子
に
来
て
頂
き
ま
し
た
。

宝
さ
が
し
、
ボ
ー
ル
入
れ
、

ボ
ー
リ
ン
グ
の
三
つ
の
遊
び

の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
し
ま

し
た
。

宝
さ
が
し
は
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー

ル
に
入
っ
て
ス
タ
ッ
フ
の
作
っ

た
マ
ス
コ
ッ
ト
を
探
す
、
ボ
ー

ル
入
れ
は
か
わ
い
い
的
の
中

に
ボ
ー
ル
を
入
れ
る
、
ボ
ー

リ
ン
グ
は
か
わ
い
い
シ
ー
ル

を
貼
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

な
ら
べ
て
ボ
ー
ル
で
倒
す
遊

び
で
す
。
子
ど
も
達
は
お
母

さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が

ら
遊
ん
で
い
た
の
で
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。
全
部
の
遊

び
を
回
っ
た
ら
、
最
後
に
お

み
や
げ
を
も
ら
っ
て
う
れ
し

そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

「
と
も
だ
ち
つ
く
ろ
う
」

は
毎
月
第
四
金
曜
日
に
や
っ

て
い
ま
す
。
お
し
ゃ
べ
り
す

る
だ
け
で
も
、
子
ど
も
と
一

緒
に
遊
ぶ
だ
け
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
話
し

や
遊
び
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

十
二
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
会

を
開
催
し
ま
す
。
十
二
月
二

十
日
（
金
）
午
前
十
時
～
十

二
時

ぜ
ひ
来
て
下
さ
い
。

（
子
育
て
支
援
部

高
崎
い
ず
み
）
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ふれあい交流会のお知らせ

日時 1月17日（金）11時30分～
（バスの送迎あります）

会場 サンパレス六甲

対象 75歳以上の方

内容 落語とお食事交流

西
宮
山
口
ア
ル
キ
ナ
ー
レ
二
〇
一
九

赤十字募金報告
12月7日（土）コープこうべ

西宮北店で街頭募金を実施

しました。

ご協力ありがとう
ございました。

募金 円

「
い
く
つ
か
の
発
見
、
山
口
の
郷

と
も
だ
ち
つ
く
ろ
う
の
ハ
ロ
ー
ウ
ィ
ン



福
祉
ネ
ッ
ト
と
自
治
会
共

催
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
が
昨
年
に
続
き
今
年

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
、
十
一
月
二
日
の
北
六
甲

台
文
化
祭
二
日
目
午
後
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

予
想
を
上
回
る
四
一
名
の

受
講
者
数
で
、
一
般
住
民
の

受
講
は
昨
年
よ
り
十
一
名
多

く
、
文
化
祭
中
の
開
催
の
効

果
が
窺
え
ま
し
た
。

今
回
の
講
師
は
同
じ
北
六

甲
台
在
住
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ

イ
ト
で
有
馬
あ
ん
し
ん
す
こ

や
か
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
・
辻
生
子
さ
ん
で
し

た
。前

半
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

に
よ
る
認
知
症
の
基
礎
知
識

の
解
説
で
し
た
。
冒
頭
、
幾

つ
か
の
事
象
に
つ
い
て
の
認

知
症
か
老
化
か
の
ク
イ
ズ
形

式
の
質
問
で
和
や
か
な
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。
後
半
は
、
受
講

者
全
員
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
す
。
事
前
に
打
合
せ
済

み
の
地
区
社
協
役
員
や
市
社

協
地
区
担
当
四
名
が
台
本
片

手
に
三
つ
の
寸
劇
を
披
露
し

ま
す
。
「
晩
秋
の
公
園
で
薄

着
で
ミ
カ
ン
を
食
べ
る
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
ご
近
所
さ
ん
の

や
り
と
り
」
「
見
え
な
い
も

の
が
見
え
る
姑
さ
ん
と
お
嫁

さ
ん
の
や
り
と
り
」
「
道
路

の
真
ん
中
を
歩
い
て
い
る
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
ご
近
所
さ
ん

の
や
り
と
り
」
で
す
。

寸
劇
の
後
、
参
加
者
が
三

～
四
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

寸
劇
の
ど
れ
か
を
選
ん
で
、

自
分
な
ら
ど
の
よ
う
に
声
掛

け
し
た
り
対
応
を
す
る
か
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
意
見

交
換
の
後
、
グ
ル
ー
プ
の
発

表
が
求
め
ら
れ
、
数
グ
ル
ー

プ
の
代
表
か
ら
意
欲
的
な
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

講
師
か
ら
報
告
に
つ
い
て

の
コ
メ
ン
ト
と
、
認
知
症
の

啓
発
動
画
に
よ
る
ま
と
め
が

あ
り
講
座
が
終
了
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
講
座
を
受
講
さ

れ
た
北
六
甲
台
自
治
会
の
馬

場
副
会
長
か
ら
「

認
知
症
の

地
域
ぐ
る
み
の
対
応
の
必
要

性
を
痛
感
し
ま
し
た
」
と
の

閉
会
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

受
講
者
全
員
に
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
と
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
テ
キ
ス
ト
が
配
ら

れ
ま
し
た
。

（
会
長

日
高
昭
夫
）

十
一
月
十
五
日
（
金
）
、

地
域
医
療
シ
リ
ー
ズ
の
第
二

弾
と
て
、
有
馬
病
院
精
神
科

医
師
・
谷
口
将
吾
先
生
に
講

師
を
お
願
い
し
、
「
認
知
症

と
は
何
か
？
」

を

テ

ー

マ

に

、

令

和

一

年

度

第

二

回

目

の

福

祉

講

座

を

開

催

し

ま
し
た
。

講
座
は
、
①
我
が
国
の
高

齢
化
状
況
と
認
知
症
の
関
係

②
認
知
症
の
症
状
の
詳
細
と

家
族
の
対
応
③
病
院
の
役
割
、

有
馬
病
院
の
提
案
等
の
内
容

で
し
た
。
専
門
医
の
立
場
か

ら
豊
富
な
経
験
に
裏
打
ち
さ

れ
た
具
体
的
で
分
か
り
易
い

解
説
を
約
一
時
間
半
に
渡
り

お
聴
か
せ
頂
き
ま
し
た
。
講

座
後
の
質
疑
応
答
で
は
受
講

者
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
多
く

の
熱
心
な
ご
質
問
を
頂
き
ま

し
た
。

今
回
の
受
講
者
が
四
一
名

と
い
つ
も
以
上
に
多
か
っ
た

こ
と
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

受
講
者
の
皆
さ
ん
の
受
講
ア

ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を
拝
見
し

ま
し
た
。
強
く
感
じ
た
こ
と

は
、
『
認
知
症
は
他
人
事
で

は
な
い
』
と
い
う
意
識
の
広

が
り
で
し
た
。

二
〇
二
五
年
に
は
、
六
五

歳
以
上
の
高
齢
者
の
五
人
に

1

人
が
認
知
症
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
な
る
程
、

長
寿
を
よ
し
と
す
る
社
会
で

あ
る
な
ら
ば
、
み
ん
な
で
認

知
症
と
う
ま
く
付
き
合
っ
て

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
時
代
が

来
た
の
だ
な
！
と
思
い
ま
し

た
。
そ
う
言
う
点
で
、
受
講

者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
に
書
か

れ
て
い
た
次
の
一
文
が
深
く

心
に
残
り
ま
し
た
。
「
認
知

症
の
症
状
が
と
て
も
よ
く
わ

か
っ
た
が
、
我
が
身
に
お
こ
っ

た
時
の
事
を
思
う
と
、
不
安

で
仕
方
な
い
。
若
い
人
（
息

子
や
娘
）
に
も
聞
い
て
ほ
し

い
講
座
だ
っ
た
。
」

（
研
修
部

大
岸
和
幸
）
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受
講
者
参
加
の
多
彩
な
内
容

第
二
回

福
祉
講
座

「
高
齢
化
社
会
と
認
知
症
」

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

十
一
月
二
九
日

（
金
）
北

六
甲
台
地
区
社
協
か
ら
三
名

が
、
西
宮
市
社
協
主
催
の
小

地
域
福
祉
活
動
研
修
会
へ
参

加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
各
地
区
社
協

（
二
九
地
区
）
七
十
名
で
、

主
催
者
か
ら
地
域
で
孤
立
し

て
い
る
方
を
拾
い
上
げ
、
困

り
ご
と
を
相
談
出
来
る
「
西

宮
市
く
ら
し
相
談
セ
ン
タ
ー

つ
む
ぎ
」
が
二
〇
一
九
年
四

月
開
設
さ
れ
、
地
域
の
支
援

機
関
（
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
）
・

専
門
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

仕
組
み
が
出
来
た
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
相
談

事
例
と
し
て
、
五
十
代
男
性

が
脳
出
血
治
療
後
、
リ
ハ
ビ

リ
を
し
て
職
場
復
帰
し
た
が
、

後
遺
症
が
残
っ
て
い
る
こ
と

に
よ
り
職
場
の
理
解
が
得
ら

れ
ず
退
職
し
、
そ
の
後
の
生

活
が
困
窮
し
た
相
談
で

、
病

気
や
障
が
い
に
よ
る
収
入
減

や
生
活
費
へ
の
不
安
が
増
加

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
で

の
つ
な
が
り
が
な
く
孤
立
し

て
い
る
方
に
ど
う
対
処
す
る

か
が
問
題
で
、
民
生
委
員
か

ら
の
呼
び
か
け
、
地
区
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
、

市
社
協
が
連
携
し
た
対
応
が

必
要
で
す
。

「
地
域
で
気
に
な
る
こ
と
」

と
い
う
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
気
軽
に
話
せ

る
風
土
づ
く
り
の
大
切
さ
と
、

近
所
付
合
い
の
中
で
民
生
委

員
に
つ
な
げ
る
活
動
を
す
る

と
い
う
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
の

ま
と
め
を
し
て
研
修
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

（
広
報
部

小
出
晴
浩
）

十
一
月
七
日(

木
）
北
六
甲

台
小
学
校
で
草
木
染
め
学
習

の
事
前
準
備
の
た
め
、
材
料

を
持
込
み
調
理
室
で
煮
出
し

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
行
事

は
地
区
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
と
婦
人
部
の
協
力

で
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
前

日
は
久
慈
さ
ん
と
私
が
準
備

を
し
ま
し
た
。
材
料
は
、
コ
ー

ヒ
ー
豆
の
粉
・
お
茶
の
葉
・

み
か
ん
の
皮
・
桜
の
葉
等
の

他
、
生
徒
さ
ん
が
持
参
し
た

材
料
も
含
め
て
各
テ
ー
ブ
ル

の
鍋
で
沸
騰
さ
せ
、
そ
の
後

二
〇
分
程
度
煮

出
し
し
準
備
終

了
し
ま
し
た
。

翌
日
は
、
ミ
ョ
ウ
バ
ン
液
に

浸
し
、
加
温
処
理
す
る
作
業

を
予
定
し
て
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
私
は
都
合
で
参
加

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
日

お
手
伝
い

さ
れ
た
方
の
お

話
し
で
は
、

マ
リ
ー
ゴ
ル
ド

の
花
の
黄
色
が
鮮
や
か
に
出

て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

生
徒
さ
ん
の
笑
顔
が
目
に
浮

か
び
ま
す
。

（
広
報
部

小
出
晴
浩
）
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小
地
域
福
祉
活
動
研
修
会
参
加

西
宮
市
く
ら
し
相
談
セ
ン
タ
ー
つ
む
ぎ
開
設

地区運動会の報告

草
木
染
め
体
験
学
習

10月20日（日）北六甲台小学校で地区運
動会が開催され、北六甲台地区社協も共催と

いう形で応援することになり、日高会長と私

が参加しました。
朝10特に小学校のグランドに集合して、各

クラブ毎の作業分担に従い作業に取り掛かり、

私はテントの運びだし、設営、グランド周り

のロープはりをお手伝いしました。
12時に開会式が行われ、地区社協の日高会

長も来賓として紹介され、ラジオ体操で体を

ほぐしました。競技の前に山口太鼓の会の25

名による太鼓演奏が行われ、私は初めて聞い
たので、そのパフォーマンスに胸がジーンと

くるものがありました。競技はパン食い競争

に始まり、早速に参加のお呼びがかかり、昔
に戻って怪我をしないように走りました。

昨年までスポーツ21単独で開催されていま

したが、自治会・青愛協・地区社協の協賛と

なり、少しは盛り上がったかなと思いました。
（広報部 小出晴浩）


